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構成 

効果 

無線メッシュネットワークシステム 
●ネットワーク容量を増加 

 

❶技術分野 

本発明は、無線メッシュネットワークシステムに関する。 

❷発明の背景と目的 

複数チャネルを想定したものでは、ハードウェア構成の制約から無線インタフェース数（チ

ャネル数）を制限しており、並列利用できるチャネルが限られる。このため、無線バックボー

ンネットワークのネットワーク容量を充分に増加させることができない。 

本発明の無線通信システムは、無線バックボーンネットワークのネットワーク容量を増加さ

せることを主目的とする。 

❸発明の構成と効果 

複数の無線ＬＡＮアクセスポイントＡＰを有線により相互に送受信可能に数珠繋ぎ

に接続してなる複数の仮想無線アクセスポイントＶＡＰをアクセスポイントとして無

線メッシュネットワーク２２を構成し、オープンフローを用いて各仮想無線アクセス

ポイントＶＡＰの利用チャネルを均等化する。これにより、仮想無線アクセスポイン

トＶＡＰを構成する無線ＬＡＮアクセスポイントＡＰの数と同数のチャネルを同時利用するこ

とができ、無線バックボーンネットワークのネットワーク容量を飛躍的に増加させることがで

きる。 

仮想無線アクセスポイントは、複数の無線アクセスポイントを有線または無線によ

って数珠繋ぎに接続することによって構成されており、無線アクセスポイント数と同

数のチャネルを同時に利用することができる。このため、データ転送に複数チャネル

を同時に利用することができ、無線バックボーンネットワークのネットワーク容量を

飛躍的に増加させることができる。 

               

  


